
桜が丘中だより
掛川市立桜が丘中学校 令和５年 ５月号

これからのわが国を担う人づくりをめざして！

「スタート」新たな仲間づくりへ一歩踏み出すステージ(４月７日～６月４日)

「生徒による校則改正の意義」
校則改正の議論が始まったのは半年前。まずは改正を行ううえで、生徒会本部が、

「校則は何のためにあるのか」という議論からスタートし、生徒の好き勝手に改正す
るのではなく、「生徒全員が納得する校則。」「生徒全員の幸せにつながる校則。」で
あることを大前提にすることが決まりました。そこで、自分たちの将来に必ず巡って
くるであろう高校受験や就職に校則がどう影響してくるのかを知るために、高校の先
生や地元企業の方の御意見を聴く機会を設けました。また、身近な大人たちは校則改
正についてどんな思いを抱いているのかを知るために、桜中の先生方や保護者の方と
対話する機会を設けました。そして、多くの方々の意見をもとに改正案を作成し、生
徒大会、PTA総会で生徒、保護者に説明して承認を得るというプロセスを経て、新し
い校則が施行されることになりました。何年も変わっていなかった桜中の校則を、い
ろいろな立場の方との対話を重ねながら、生徒の手で次のように改正することができ
たのです。

【改正内容】
１ 靴は黒、紺、白のいずれかの色を基調とした運動靴を認める。（スニーカー
は不可）メーカーロゴなどワンポイントの色は指定しない。学校生活に適した
ものを各自が自己責任で判断する。

２ 靴下は黒、紺、白のいずれかの色の無地の靴下を認める。（織り柄のないも
の、フォーマルな長さ）

３ 更衣期間を廃止する。（暑さ、寒さの感じ方の個人差に配慮。）

自分たちの社会やそのルールは自分たちでつくる。それが、いま私たちが暮らして
いるこの民主主義社会の大原則です。社会には校則ではなく法律が存在します。民主
主義社会では、例えば、人を傷つけた者に対して、一人の裁判官が、自分の一存で「君
は懲役10年ね。」「君は死刑。」なんてやることは絶対に許されません。刑法で「人の
身体を傷害した者は、15年以下の懲役又は50万円以下の罰金に処する。」と決められ
ていて、この法律は、人の身体を傷害した者は、15年以下の懲役又は50万円以下の罰
金以外の判決を与えてはならないと、裁判官に命じているのです。民主主義社会では、
権力者が正義であり法（ルール）であるなんてことは断じてありません。法（ルール）
は誰かが命じるものではなく、私たち市民が、お互いの自由や尊厳を守るために、み
んなでつくり合ったものなのです。（実際に法律をつくるのは、国民によって選挙で
選ばれた国会議員なので、間接的にではあるが国民が法律をつくっている。）
しかし、80年前の日本は、残念ながら現在のロシアと同様に、自分たちのことを自

分で決めることができない社会でした。徴兵制などにより、自分の命でさえも「お上」
の命令に背くことができなかったのです。そんな時代を二度と繰り返さないために、
学校の役割は、民主主義の担い手を育てることです。これからも今回の校則改正のよ
うな経験を通して、ルールの本質を学び、「自分たちの学校や社会、そしてそのルー
ルを自分たちでつくることができる生徒」を育んでいきたいと思います。

（校長 大村正己）



授業参観・懇談会・PTA総会への参加ありがとうございました。
(4月21日)

４月21日の授業参観、学級懇談会、PTA総会について
は、お忙しい中、たくさんの保護者の皆様に来ていた
だきありがとうございました。今年度最初の授業参観
でしたので、学級担任の授業を見ていただきました。
また、本校の教育方針等さまざまなことについて説明
をさせていただきました。少しでも保護者や地域の皆
様の理解を得たいという想いでお伝えしましたが、ま
だまだ不明な点等がありましたら、御連絡いただけれ

ばと思います。
PTA総会については、今年もリモートで行いました。PTA新旧の理事の皆様には、事前の

リハーサルにも御参加いただいたおかげで、滞りなく総会を執り行うことができました。
本当にありがとうございました。保護者の皆様、地域の皆様、本年度もよろしくお願いい
たします。

スクールカウンセラー鳥居惠先生を紹介します

今年度も桜が丘中学校のスクールカウンセラーとなりました、
鳥居惠（とりいめぐみ）です。桜が丘中学校区の３校を担当する
ようになって４年目となります。
お子さんたちの戸惑いながらの成長に寄り添える存在でありた

いと思います。また、保護者の方のお話も聴かせていただいてお
ります。「ちょっと気になっている」、「どうしたらいいかわから
ない」というとき、ぜひお気軽に予約を入れてみてください。保
護者の方が思いを整理され、少しでも心が軽くなるこ とで、お子
さんの表れに変化が生じるということは多くあります。
桜が丘中学校の生徒さんたち、そして保護者の方々を心理面から支えられるよう、

先生方と協力しながら力を尽くしてまいります。
今年度もよろしくお願いいたします。

御希望される方は学級担任を通じて、生徒指導主事（溝垣）まで御連絡ください。当面の
来校日は５月16日・23日・30日、６月６日・20日・27日です。

スクールソーシャルワーカー（SSW）
今年度、本校に勤務してくださるスクールソーシャルワーカーが匂坂ひとみさんに決ま

りましたのでお知らせします。

５月中旬から６月中旬までの主な予定
５月 16日(火) 第一次検尿未提出者の提出日
５月 20日(土) PTAリサイクル活動・１年生親子奉仕作業(１～２組)
５月 29日(月) １年耳鼻科検診 教育実習開始～6/23日
６月 １日(木) 令和５年度桜夏祭 お弁当
６月 ２日(金) 令和５年度桜夏祭予備日 お弁当
６月 ５日(月) 令和５年度桜夏祭予備日 お弁当
６月 ７日(水) 桜が丘学園一貫教育研究会
６月 12日(月) ２・３年耳鼻科検診
６月 13日(火) 第１回定期学力定着度調査１日目
６月 14日(水) 第１回定期学力定着度調査２日目
６月 15日(木) 授業参観会・進路説明会(3年生)・ネット安心安全講座(1･2年生)


